
No.645町内を巡り春の自然を感じる町内を巡り春の自然を感じる
【表紙】こうさんもんクイズウォーク ４

広 報 甲 佐
ま ち と 人 の 想 い が 交 わ る 情 報 交 差 点

April 2023

スポーツと自然を楽しむ春の祭典スポーツと自然を楽しむ春の祭典
【特集】

No.645No.645
April 2023April 2023April 2023



ウェブサイト instagram

facebook

twitter

メールアプリ

CONTENTS
02　目次／人のうごき

03　熊本甲佐総合運動公園完成式典

04　特集・スポーツと自然を楽しむ春の祭典

06　甲佐・美里合同特集・両町の図書室が相互利用開始！

08　こうさの話題

10　健康だより／甲佐町フィットネスセンター

11　スマイル／休日当番医／子育てカレンダー

12　図書室へ行こう

13　公民館だより／人権

14　甲佐町まちづくり協議会／甲佐高校通信

15　甲佐町イベントカレンダー

16　町からのお知らせ

18　くらしの情報

22　うたごよみ

23　甲佐の野菜で作ってみよう！

24　Kosa Style　甲佐町民生委員・児童委員協議会会長　森田義勝さん

広報こうさ　4

人のうごき（2月28日現在）

総人口

　１０，２４８人　男 4,919人／女 5,329人

前月比

　＋１人　　　　　男 ±０／女 ＋1

　○出生　　５人 　○死亡　　12人
　○転入　　31人 　○転出　　23人

総世帯数

　４，４３０世帯　　前月比　＋７

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

３月12日（日）４年ぶりに
スポーツフェスタが開催され
ました。甲佐に関するクイズ
に答えながら町内の名所を巡
る「こうさんもんクイズ
ウォーク」の参加者たち。春
の訪れを告げる菜の花を見な
がら歩く皆さんの笑顔が印象
的でした。
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■
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園

　
の
完
成
を
祝
う

　
３
月
12
日
（
日
）
熊
本
甲
佐
総

合
運
動
公
園
「
緑
川
リ
バ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
」（
愛
称
・
Ｋ
パ
ー
ク

こ
う
さ
）
の
完
成
式
典
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
式
典
は
同
運
動
公
園
内
の
第
一

駐
車
場
で
行
わ
れ
、
田
嶋
徹
熊
本

県
副
知
事
や
赤
松
忠
幸
国
土
交
通

省
九
州
地
方
整
備
局
副
局
長
・
地

域
住
民
な
ど
関
係
者
65
人
が
出
席
。

奥
名
克
美
町
長
は
「
熊
本
地
震
・

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
完
成
し
た
熊
本
甲
佐
総

合
運
動
公
園
が
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
に
し
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
皆
さ
ん
の
河
川
利
用
や
交
流
の

場
と
な
り
、
緑
川
流
域
全
体
の
発

展
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
い
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
同
運
動
公
園
の

完
成
を
祝
し
て
「
緑
川
の
歌
～
川

辺
の
四
季
」
を
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
さ
ん
が
披

露
し
ま
し
た
。

■
甲
佐
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り

　
事
業
の
一
環
と
し
て
整
備

　
同
運
動
公
園
は
、
町
が
国
土
交

通
省
と
連
携
し
て
、
水
辺
空
間
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

「
甲
佐
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
平
成
26
年

度
か
ら
計
画
。
安
津
橋
一
帯
の
緑

川
河
川
敷
に
平
成
29
年
度
か
ら
整

備
を
進
め
、
サ
ッ
カ
ー
場
２
面

（
天
然
芝
・
人
工
芝
）、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
８
面
）、
野
球
場
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
遊
歩
道
、
管
理

棟
な
ど
の
施
設
を
備
え
、
令
和
元

年
10
月
の
サ
ッ
カ
ー
エ
リ
ア
供
用

開
始
。
令
和
４
年
６
月
か
ら
同
運

動
公
園
の
全
面
供
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

▲「緑川の歌」を披露するMICAさん

スポーツ拠点の完成を祝う
熊本甲佐総合運動公園完成式典が開催
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ス
ポ
ー
ツ
と
自
然
を
楽
し
む
春
の
祭
典

緑
川
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
こ
う
さ
２
０
２
３

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
春
の

祭
典
が
４
年
ぶ
り
に
開
催

３
月
12
日
（
日
）
熊
本
甲
佐

総
合
運
動
公
園
を
主
会
場
と
し

て
、「
緑
川
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
in
こ
う
さ
２
０
２
３
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
本
町
の
交
流
人
口
の

増
加
、
町
全
体
の
活
性
化
を
目

的
に
甲
佐
町
観
光
協
会
（
奥
名

克
美
会
長
）
が
主
催
。
町
内
外

か
ら
約
３
０
０
０
人
が
参
加
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

本
町
の
魅
力
を
楽
し
む

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク

　
同
会
場
を
発
着
点
と
し
て
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
ク

イ
ズ
に
答
え
る
「
こ
う
さ
ん
も

ん
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
」
で
は
、

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
約
５
㌔
）

と
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
（
約
10
㌔
）

に
１
９
１
人
が
参
加
。
陣
ノ
内

城
跡
な
ど
の
名
所
を
歩
き
、
各

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
や
ス
ポ
ー
ツ

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
大
に
ぎ
わ
い

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
甲
佐

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
開

幕
し
ま
し
た
。
続
い
て
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ａ
さ
ん
が
「
緑
川
の
歌
～
川
辺

の
四
季
～
」
を
披
露
。
同
曲
は
、

甲
佐
出
身
の
児
童
文
学
作
家
・

丘
修
三
さ
ん
が
平
成
８
年
に
作

詞
し
た
「
緑
川
の
歌
」
を
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ａ
さ
ん
が
甲
佐
町
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
編
曲
し
ま
し
た
。
ま
た
、

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
や
甲
佐

高
校
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
大
抽
選
会
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、「
エ
ア
ボ
ー
ル
」
や
「
セ

グ
ウ
ェ
イ
」
な
ど
を
実
施
。
ま

た
、
熊
本
ル
ネ
サ
ン
ス
の
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
教
室
や
大
福
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
に
よ
る
野
球
教
室
、
甲
佐

町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
と
甲
佐

高
校
テ
ニ
ス
部
に
よ
る
テ
ニ
ス

教
室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
春
の
甲
佐
と
ス
ポ
ー

ツ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
「
グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
」
に
は
、

甲
佐
町
の
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
や
町
内
の

飲
食
店
な
ど
21
店
舗
が
並
び
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

１

４

５

１_ こうさんもんクイズウォークで町内の名所を巡
る参加者たち　２_ 甲佐中吹奏楽部の演奏　３_ 甲
佐高の生徒が歌と楽器の演奏を披露　４_ 熊本ルネ
サンスのサッカー教室　5_ グラウンドゴルフを楽
しむ皆さん　６_ 甲佐高校テニス部によるテニス教
室　７_ 多くの人でにぎわいを見せるステージ　
８_ エアボールに入った子どもを楽しませる甲佐高
校生　９_ セグウェイを楽しむ子どもたちと見守る
保護者　10_ 大福ロジスティクスによる野球教室
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❖特集　緑川スポーツフェスタ in こうさ2023

１

２

３

４

５６

７

８９

10
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■
図
書
室
の
利
用
の
注
意
事
項

①
本
を
借
り
る
た
め
に
は
利
用
す
る
図
書
室
の
図
書

　
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

※
図
書
カ
ー
ド
が
無
く
て
も
、
図
書
室
へ
の
入
室
は

　
可
能
で
す
。

②
美
里
町
の
２
つ
の
図
書
室
の
カ
ー
ド
は
共
通
で
す
。

③
借
り
た
本
は
、
借
り
た
図
書
館
に
必
ず
返
却
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　甲佐町と美里町では、令和３年８月に包括連携協定を締結し、お互いの強みを活かしたまちづくりに
取り組んでいます。協定に基づき、令和５年４月１日から甲佐町・美里町の３つの図書室（甲佐町生涯
学習センター、美里町文化交流センター「ひびき」、美里町中央公民館）の相互利用がはじまりました。
　甲佐町に在住の皆さんは美里町の２つの図書室を、美里町在住の皆さんは甲佐町生涯学習センターの
図書室を、それぞれ利用可能です。３つの図書室の蔵書数は約５万2000冊。教育のデジタル化が進む
なか、活字の書籍に触れることでしか得られない学びがあります。子ども向けの絵本なども充実！この
春、ご家族で読書の楽しさを見つめ直しましょう！

美里×甲佐

M
IS A T O × K O

SA

合同
特集

両 町 の 図 書 室 が 相 互 利 用 開 始！

甲佐町
生涯学習センター

美里町
中央公民館

美里町
文化交流センター

開館時間 午前９時～午後５時 午前10時～午後７時

休館日 火曜日 祝日 月曜日（月曜が祝日
の場合は翌日）

蔵書数 約３万2000冊 約8000冊 約１万2000冊

貸出期間・冊数 15日間・未返却分を含めて５冊まで

図書カード作成
に必要なもの

マイナンバーカード・運転免許証・保険証のいずれか
※甲佐町または美里町に住民票を有する者

甲佐町生涯学習センター・図書室 美里町文化交流センター・図書室

6広報 こうさ 2023.4



❖合同特集　両町の図書室が相互利用開始！

こ こ が 見 ど こ ろ！ 図 書 室 紹 介

■
美
里
町
中
央
公
民
館

　
美
里
町
中
央
公
民
館
に
併
設
さ
れ
て
い
る
図
書
室

に
は
、
様
々
な
分
野
の
本
に
加
え
て
、
砥
用
町
と
中

央
町
が
合
併
し
て
美
里
町
に
な
る
以
前
か
ら
の
各
町

の
町
史
な
ど
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
県
立
図
書
館
の
本
も
借
り
ら
れ
ま
す
！

　
中
央
公
民
館
で
は
、
３
カ
月
に
一
度
、
県
立
図
書

館
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
本
を
約
３
０
０
冊
仕
入

れ
、
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
新
の
文
庫
や

図
鑑
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
本
を
仕
入
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
美
里
町
の

石
橋
や
文
化
遺
産
に
関
す
る
資
料
も
取
り
揃
え
て
い

ま
す
。
町
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
に
オ
ス
ス
メ
で

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
美
里
町
社
会
教
育
課
（
美
里
町
馬
場
６
番
地
）

　
☎
０
９
６
４
‐
４
６
‐
２
０
３
８

■
美
里
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ
び
き
」

　
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ
び
き
」
の
２
階
に
あ
る

図
書
室
「
ほ
ん
の
森
」
に
は
、
一
般
書
や
児
童
書
を

は
じ
め
、
趣
味
や
専
門
書
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分

野
の
本
を
１
万
冊
以
上
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
家
族
や
友
人
と
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
え
ほ
ん
の
へ
や

　
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
は
、
お
子
さ
ん
連

れ
で
も
利
用
が
し
や
す
い
よ
う
「
え
ほ
ん
の
へ
や
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
え
ほ
ん
の
へ
や
に
は
、
赤

ち
ゃ
ん
や
小
さ
い
お
子
さ
ん
向
け
の
絵
本
や
、
読
み

聞
か
せ
の
場
と
し
て
も
使
え
る
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ
び
き
」（
美
里
町
永
富

１
４
８
３
番
地
）

　
☎
０
９
６
４
‐
４
８
‐
８
３
３
３

■
甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
甲
佐
町
役
場
併
設
）

　
図
書
室
に
入
室
し
て
ま
ず
目
に
入
る
の
は
図
書
室

ス
タ
ッ
フ
が
選
ん
だ
イ
チ
押
し
の
本
が
並
ぶ
特
設

コ
ー
ナ
ー
。
あ
な
た
に
ピ
ッ
タ
リ
の
１
冊
を
捜
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
図
書
室
内
に
あ
る
「
お
は
な
し
の
へ
や
」
で
は
、
毎

月
第
２
木
曜
日
に
「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
楽
し

い
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　
４
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時

▼
開
催
場
所

　

お
は
な
し
の
へ
や　

甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
図
書
室
（
甲
佐
町
大
字
豊
内
７
１
９
‐
４
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
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▲ JICA 九州から派遣された３人の講師 ▲県広報コンクール広報紙町村部で受賞した各町村の広報紙担当者

▲全国大会に出場した福田誠志朗選手 ▲宮島県道路都市局長へ要望書を手渡す奥名会長（右）

　２月10日（金）甲佐中学校で JICA 国際協力出前講
座が開催されました。甲佐町国際交流協会（蔵田勇治
会長）が子どもたちに外国に興味を持ってもらうこと
を目的に実施。JICA 九州から青年海外協力隊などの
経験がある３人の講師を招き、甲佐中１年生の約90
人が海外の体験談や仕事内容などを学び、国際理解を
深めました。

甲佐中生徒が国際理解を深める
JICA 国際協力出前講座が開催

　１月27日（金）第66回熊本県広報コンクールの審
査が熊本日日新聞本社で行われ、「広報こうさ」が広
報紙部門・町村部で３位となる佳作を受賞しました。
昨年に続く受賞は、活発な地域活動を推進する甲佐町
の皆さんや応援いただいた読者の皆さんのおかげです。
これからも甲佐のまちづくりに携わる全ての人と共に
つくる広報紙を目指して、精進を重ねていきます。

「広報こうさ」が県３位入選
第６６回県広報コンクール

　２月11日（土）～２月13日（月）福井県で開催さ
れた第５回全日本社会人バスケットボール選手権大会
にエネステージ熊本のメンバーとして福田誠志朗選手

（麻生原区）が出場しました。福田選手は「来年も全
国大会への切符を勝ち取るためにチームとしても個人
としてもレベルアップできるよう練習に励みます」と
意気込みました。

本町の選手が全国大会に出場
全日本社会人バスケットボール選手権大会

　１月30日（月）県庁で、小川御船間道路整備促進
期成会（奥名克美会長）が要望活動を行いました。同
会は、甲佐町・宇城市・御船町の沿線3自治体で構成。
宇城市から御船町をつなぐ同区間は、通勤通学や物流
において重要な路線ながら未整備区間も多いため、同
期成会は早急な整備を要望。奥名会長から宮島哲哉県
道路都市局長に要望書が手渡されました。

路線整備で地域活性化を
小川御船間道路整備促進期成会が県に要望

こうさの 話題
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▲加藤神社の石や崖から過去の甲佐町を推測する講師と参加者たち

▲永瀨校長から卒業証書を受け取る卒業生たち

甲佐高生が昔の甲佐を知る
なぞとき・こうさてんワークショップ

　３月６日（月）芝浦工業大学建築学部建築学科の岡
野道子准教授と学生19人が「くまもとアートポリス」
事業で整備された甲佐町の災害公営住宅や府領公民館、
建築中のエバーフィールド木材加工場施工現場（府領
区）を視察しました。甲佐町住まいの復興拠点施設整
備の設計に携わった岡野准教授が企画し、自らの経験
を基に建物の構造などを研修しました。

学生が本町の建築物を見て学ぶ
大学生たちが「くまもとアートポリス」の施設見学

　３月４日（土）甲佐中学校（永瀨善久校長）で令和
４年度卒業証書授与式が行われ、卒業生86人が恩師
や仲間との別れを惜しみました。感染症対策のため、
在校生の参加は見送られるなど、規模を縮小して開催。
卒業生を代表して井芹あかりさん（山出区）が「甲佐
中で学んだこと、皆と共に過ごしたことを思い出し、
自信をもって歩んでいきます」と決意を述べました。

思い出と志を胸に学び舎を旅立つ
甲佐中学校卒業証書授与式

こうさの旬な情報を発信！

▲元気に声を出しながら空手の蹴りを実践する児童たち

▲本町の災害復興住宅を見学する芝浦工大生たち

　３月２日（木）白旗小学校で体験学習「空手道」が
開催され、児童14人が空手に挑戦しました。同教室は
空手の体験を通して、所作や礼法を学び、相手を尊重
する心を育てることを目的とし、町内の小中学校を対
象に町教育委員会が主催。県実践空手道連盟会長の松
岡勇治さんと日本スポーツ協会の霍本仁史さんを講師
に迎え、児童たちに空手の基本動作などを伝えました。

空手を通して心身を鍛錬
町内小中学校で体験学習「空手道」を開催

　２月26日（日）甲佐高校・あゆみ学舎で、地域を
題材に謎解きを考えるワークショップが開催されまし
た。地域おこし協力隊の　田太陽さん（大町区）と甲
佐高校魅力化コーディネーターの越名智美さんが協力
して企画。東京大学大学院の若手研究者３人を講師に
招き、甲佐高生が町内各地の地質を調査し、過去の甲
佐町がどのような場所であったのか推測しました。
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　甲佐町フィットネスセンターは、
４月３日で６周年を迎えます！これ
も普段、利用いただいているみなさ
まからのご愛顧の賜物かと思います。
ありがとうございます。引き続きよ

ろしくお願い
いたします。
　甲佐町フィ
ットネスセン
ターは、運動
指導士・看護
師などの有資
格者がいるこ

とが魅力です。マシン指導に加えて、
皆さんそれぞれにあった運動のアド
バイス・プログラム作成も行ってお
りますので、ご自身にあったペース
で運動をすることができます。ご希
望の人には、カウンセリングも行っ
ております。運動に合わせて食生活
等の相談も可能です！
　また、利用料金のみで、エアロビ
クスやヨガ教室への参加ができます。
心身のリフレッシュにいかがでしょ
うか。是非一度見学に来られてみて
ください。

Health
藤本 佑子 さん

（ 保健師 ）健康だより
生活リズムを整えて良い新生活を始めよう

松成 亜希子さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎ 096-235-8712

▲専門の講師の指導の下、皆さんと一緒に
エアロビクスやヨガを体験しませんか。

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
フィットネスセンターで運動しませんか

今月の紹介者

４月は環境変化がストレスに
　４月は、進級・就職・異動など生活の変化が大きい季
節です。楽しみや期待も大きい一方、新しい環境に慣れ
るまで、緊張や不安などのストレスを感じ、体調を崩す
こともあるかもしれません。新生活を心身ともに健康に
始めるためにしっかりと朝食をとり、十分な睡眠をとる
ことにより生活リズムを整えましょう。
１日のスタートは朝の目覚めから
　朝はできるだけ決まった時間に起きて、太陽の光を浴
びましょう。日光に当たることで体内時計のずれがリ
セットされます。休眠状態の脳を目覚めさせるためにも、
朝陽を浴びましょう。
朝食は糖質とタンパク質をセットで摂取
　朝食をとると胃や腸などの消化器官にスイッチが入り、
体温が上がります。ご飯やパンなどの糖質は体を動かす

エネルギーになり、
肉・魚・卵・大豆製
品・乳製品などのタ
ンパク質は体をつく
る源となります。ど
ちらもバランスよく
食べましょう。

勉強中や仕事中は定期的に休憩を
　学校では授業と授業の間に5～10分の休み時間があり
ます。仕事中にも定期的に休憩をとり、軽くストレッチ
をしたり、外の空気を吸ったりすると心も体もリフレッ
シュします。
夕方から就寝前はスマートフォンやパソコンの使用を控
えめに
　本来、夕方以降は体を休息させるために、体温や脈拍、
血圧が下がっていきます。しかし、スマートフォンやパ
ソコンを使用するとブルーライトなどの強い光を目にす
ることになります。これでは、脳も体もいつまでも休ま
らず、体内時計も乱れてしまいます。就寝1～2時間前か
らの使用を控えると、よりよい睡眠につながります。
　新年度の始まりは、仕事や家庭の状況によって、生活
リズムを整えることが難しい人も少なくないのではない
かと思います。自分の生活にあったリズムの作り方など
で気になる場合は、町健康推進課までお気軽にご相談く
ださい。

●お問い合わせ先
　町健康福祉課
　（町総合保健福祉センター内）
　☎ 096-235-8711
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●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

５日（水） 　身体測定（開所日）
７日（金） 　お散歩
10日（月） 　お砂場遊び
12日（水） 　おやつ作り（要予約）
14日（金） 　人形遊び
17日（月） 　親子で読書
19日（水） 　手型・足型
21日（金） 　製作
24日（月） 　鯉のぼり作り
26日（水） 　牛を見に行こう
28日（金） 　園庭遊び

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

川村 理
り お
桜 ちゃん（２歳１カ月）

　父・翼　 さん　
　母・樹理 さん　（岩下二区）

　ばぁば、いつも
　　　　　ありがとう！大好き♪

　 ４か月児健診

　　４月20日（木）　午前９時

　　５月18日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　４月20日（木）　午前10時

　　５月18日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　４月７日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　５月９日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　４月21日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　５月９日（火）　午後１時20分

４・５月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

  赤ちゃんの笑
顔募集中！

   未就学児のお子さんの
笑顔を広報紙に掲載しま
せんか？  応募期限は毎
月７日まで！

   応募お待ち
   しています▶

　■お問い合わせ先
　町企画課
　☎ 096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します！

月　日 当番医 電話番号

４月２日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

４月９日 谷 田 病 院 096-234-1248

４月16日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

４月23日 荒 瀬 病 院 096-234-1248

４月30日 谷 田 病 院 096-234-1161

●子育て支援カレンダー ●休日当番医
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■
入
園
・
入
学
・
進
級
お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の

「
利
用
者
カ
ー
ド
」
は
、
小
学
校
１
年
生

以
上
で
お
申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
に
発
行

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
新
１
年
生
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
自
分
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
っ

て
、
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

今
月
は
１
年
生
の
み
な
さ
ん
に
お
す
す
め

の
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
紹
介
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
甲
佐
町
出
身
の
童
話
作

家
・
丘
修
三
さ
ん
の
、「
い
ち
ね
ん
せ
い

の
い
ち
に
ち
」
や
「
い
ち
ね
ん
せ
い
の

が
っ
こ
う
た
ん
け
ん
」
は
、
小
学
校
の
こ

と
が
わ
か
り
や
す
く
書
い
て
あ
る
楽
し
い

絵
本
で
す
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手
袋
人
形
、

手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容
で
す
。
子

育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど
も
た
ち

と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
4
月
13
日
（
木
）　
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場

　
お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）

ワクワク、ドキドキの小学１年生。学
校・友だち・生活・安全…。楽しい小学
生生活を送るために、入学前後に知って
おきたい42の習慣を紹介。「小学生にな
る子にどんなことを伝えたらいい？」そ
んな保護者を応援します。

舞台は江戸。行方知れずになった岡っ
引きの父・利助を探すおまきと、それ
を手助けする材木問屋の息子・亀吉と
盲目の少年・要、臨時廻り同心の飯倉。
もつれた謎の数々を、おまきと三人は
解き明かして利助を探し出せるのか。

駅に向かう人々が足早に通り過ぎる川沿
いの並木道。毎日少しずつ季節は移り、
花が咲き、美しい桜並木に人々は足を止
める…。自然と人間が織りなす日常の、
美しい春の絵本です。

認知症のため介護を受けながら暮らし
ている元小学校校長の祖父。小学校教
師である孫娘が、身の回りに生じた謎
について話しを祖父に。認知症の祖父
が不可能犯罪に対する名推理を披露す
る連作ミステリーです。

ハルキとアユが向かったのは、深～い地
底の世界！最も硬い物質・ダイヤモンド
で出来た頑丈な乗り物に乗って地球の中
を潜っていき、ついに地球の中心部へ…。
往復約１万キロメートルの壮大な地底旅
行です。

一般図書 児童書

特殊清掃人
　中山 七里 著／朝日新聞

いちねんせいえほん
　高濱 正伸 監修　林 ユミ 絵／日本図書センター

恩送り
　間宮 好 著／小学館

名探偵のままでいて
　小西 マテサル 著／宝島社

さくらがさくと
　とうごう なりさ 作／福音館書

地球の中に、潜っていくと…
　入船 徹男 文　関口 シュン 絵／福音館書店

図
書
室

行
こ
う
へ

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

▲新１年生の皆さんぜひお越しください

誰もいなくなった部屋にこそ、住んで
いた者の嘘のない生き様が現われる…。
特殊清掃業者には、日々依頼が。彼ら
の仕事をとおして、死者が抱えていた
事情が浮かび上がる。現代の孤独が胸
に迫るヒューマンミステリーです。

◀
前
回
の
自
主
講
座
学
習
発

表
会
作
品
展
示
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■
地
域
住
民
が
部
落
差
別
解
消
の
歴
史
と

　
県
内
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
る

　
2
月
18
日
（
土
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル
で
、「
令
和
4
年
度
甲
佐
町
人
権
教
育

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
講
演
会
は
、
住
民
や
企
業
な
ど
に
部
落
差

別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
対
す
る

正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
（
蔵
田
勇
治
会

長
）
が
開
催
。
講
師
の
熊
本
学
園
大
学
社
会
福

祉
学
部
准
教
授
の
矢
野
治
世
美
さ
ん
が
、「
全

国
水
平
社
創
立
１
０
０
年
と
熊
本
県
の
水
平
運

動
」
と
題
し
て
講
演
し
、
町
民
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
、
企
業
な
ど
69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
矢
野
さ
ん
は
、
１
９
２
２
年
3
月
3
日
に
全

国
水
平
社
創
立
大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
以
降

各
地
で
府
県
水
平
社
・
地
方
水
平
社
が
創
立
さ

れ
た
歴
史
な
ど
を
説
明
。
ま
た
、
熊
本
県
内
の

各
地
で
創
立
さ
れ
た
水
平
社
、
１
９
２
２
年
9

月
2
日
の
菊
池
水
平
社
創
立
大
会
の
演
説
な
ど

を
説
明
し
、
昨
年
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
全

国
水
平
社
の
創
立
か
ら
の
熊
本
県
内
で
の
部
落

差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
当

時
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
報
道
記
事
や
広
告
な

ど
を
紹
介
し
な
が
ら
貴
重
な
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 　

参
加
者
か
ら
は
、「
水
平
社
の
歴
史
を
知
る

こ
と
で
人
権
問
題
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
」、「
歴
史
が
よ
く
わ
か
っ
て
学
び
と
な
り
ま

し
た
」、「
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
人
権
意

識
・
認
識
を
高
く
持
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
と

思
う
」
な
ど
と
た
く
さ
ん
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　
　
（
内
線
３
２
７
）

▲全国水平社創立の歴史について講演をする矢野さん

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

　町公民館では、４月22日（土）町生涯学習センター・
ホールおよびギャラリーモールにて、公民館自主講座学
習発表会を開催します。
　ステージ発表では、大正琴、フラダンス、社交ダンス、
オカリナ、朗読教室、ひまわりダンス、3B 体操、レクリ
エーションダンス、相撲甚句、キッズダンス、町民コー
ラスの各団体が日ごろの練習成果を披露。ギャラリーモー
ル展示では、水彩画、書道、水墨画、パッチワーク、美
文字教室が受講者の自慢の作品などを展示します。新し
いことを始めたい方、趣味を見つけたい方にぜひご覧い
ただきたい発表会です。ぜひお友達やご近所お誘いあわ
せの上ご来場ください。
●開催日時　４月22日（土）午前９時30分～
●会場　町生涯学習センター・ホールおよびギャラリーモール▲前回の自主講座学習発表会でのオカリナ演奏

町公民館自主講座
公民館自主講座学習発表会を開催します

　町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～４月～

　●「甲佐町青少年健全育成町民会議活動報告」
　▶主催　甲佐町青少年健全育成町民会議

　●「公民館自主講座学習発表会作品展示」
　▶主催　甲佐町公民館

◀
前
回
の
自
主
講
座
学
習
発

表
会
作
品
展
示

令
和
４
年
度
甲
佐
町
人
権
教
育
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

community learning center

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎ 096-234-2447（内線321）
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■
官
民
連
携
し
て
上
益
城
の
魅
力
発
信

　

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会
（
県

上
益
城
地
域
振
興
局
内
）
で
は
、
持
続

可
能
な
観
光
地
を
目
指
す
た
め
、
熊
本

都
市
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
上

益
城
地
域
の
魅
力
、
旬
の
情
報
を
積
極

的
に
発
信
し
、
交
流
人
口
の
増
加
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
「
私
が
好
き
な
〝
か

み
ま
し
き
〟『
写
真
と
一
言
』
コ
ン
テ
ス

ト
」
や
蔦
屋
書
店
な
ど
で
「
か
み
ま
し

き
マ
ル
シ
ェ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎 

上
益
城
」

　
の
い
い
も
の
が
大
集
合
！

　

２
月
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
さ
く
ら
の
森
店
（
熊
本

市
東
区
）
で
、
上
益
城
地
域
の
〝
い
い

も
の
〟
を
集
め
た
「
か
み
ま
し
き
マ
ル

シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
都
市
圏
に
近
い

「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎 

上
益
城
」
を
Ｐ
Ｒ
。

バ
ー
ド
コ
ー
ル
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
上
益
城
５
町
の
12
店
舗
が
出
店
し
、

各
町
の
自
慢
の
特
産
品
な
ど
も
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は「Blue M

arble

ぶ
る
ぅ

ま
ぁ
ぶ
る
」
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
「
ヨ

リ
ド
コ
ロ
え
ん
が
わ
」
の
お
と
う
ふ
マ

フ
ィ
ン
、「
高
田
精
肉
店
」
の
メ
ン
チ
カ

ツ
な
ど
の
商
品
が
並
び
ま
し
た
。

▲かみましきマルシェで来場者との会話を楽しむ店主

上
益
城
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
２
日
間
！

自
慢
の
特
産
品
な
ど
を
販
売

　

３
月
１
日
（
水
）
甲
佐
高
校
で
卒
業
証

書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
31
人
が
学
び
舎
を

巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
堀
川
丞
美
校
長
が
「
こ
れ

か
ら
の
社
会
は
大
き
く
変
化
し
、
複
雑
で

予
測
困
難
な
時
代
に
な
っ
て
い
く
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
気
づ
き
、
情

報
を
収
集
し
、
真
実
を
知
り
、
正
し
く
判

断
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
甲
佐
高
校
で

学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
周
囲
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も

自
信
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
更

に
成
長
し
た
皆
さ
ん
の
姿
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
吉
坂
和
夏
さ
ん
が
、

甲
佐
高
校
で
の
３
年
間
を
振
り
な
が
ら

「
甲
佐
高
校
で
は
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
役
目

が
あ
り
、
み
ん
な
が
活
躍
す
る
場
所
が
あ

り
ま
し
た
。
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
沢
山
の

こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
、
他
校
で

は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

本
日
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
希

望
を
胸
に
甲
佐
高
校
を
卒
業
し
ま
す
。
こ

の
甲
佐
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
な

が
ら
、
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
を

誓
い
ま
し
た
。

甲
佐
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に

未
来
へ
羽
ば
た
け
卒
業
生
！

▲卒業証書を手渡す堀川校長（上）と３年間の高校
生活を振り返って答辞する吉坂さん（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 01   県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

●お問い合わせ先
　町企画課
　☎ 096-234-1154（内線233）

上益城５町のイベ
ント情報はこちら
をチェック！▶
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日 月 火 水 木 金 土
３/26 ３/27 ３/28

 口座振替日
 （町税務課）

３/29 ３/30

 消費生活相談
 （老人いこいの家）

３/31

 納期限
 夜間窓口
 （町税務課）

１

２
 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）

３
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

４
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）
 行政区配達 
 （町総務課）

５
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

６
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

７
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

８

９
 
 

10
 法律・人権・行政相談
 （町民センター）

11
 入学式
 （町内小中学校）

12
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

13
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

14
 

15

16
 

17
 心配ごと相談
 （町民センター）

18 19
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課） 
 認知症についての
 相談会
 （町福祉課）

20
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

21 22
 公民館自主講座
 学習発表会
 （町社会教育課）

23
 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）

24 25 26
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

27
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

28
 口座振替日
 夜間窓口
 （町税務課）
 行政区配達 
 （町総務課）

29

30 ５/１

 法律・人権・行政相談
 （町民センター）

５/２ ５/３ ５/４ ５/５ ５/６

※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R5.4 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。
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町からのお知らせ

　国民年金第１号被保険者が出産したとき、産前
産後の一定期間、保険料が免除される制度があり
ます。
《産前産後期間免除制度》
●免除される期間　免除される期間は、出産予定
　日または出産日が属する月の前月から４カ月間
　です。双子以上の場合は、上記の月の３カ月前
　から６カ月間の国民年金保険料が免除されます。
　※出産とは、妊娠85日以上の出産をいい、死
　　産・流産・早産の場合を含みます。
●対象となる人　国民年金第１号被保険者で、出
　産日が平成31 年２月１日以降の人
●届け出の方法　町住民生活課窓口が届け出先に
　なります。出産予定日の６カ月前から届け出が
　でき、出産後はいつでも可能です。出産前に届

け出する場合は、母子手帳などの出産予定日を確
認できるものが必要です。
《この制度を利用するメリット》
▶この制度で保険料が免除された期間は、保険料
　を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に
　反映されます。
▶産前産後期間は付加保険料が納付できます。
▶要件を満たす人であれば申請期限はありません。
　すでに保険料を納めている場合は、当該期間の
　保険料が還付されます。保険料免除・納付猶予
　などが承認されている場合も利用できます。

【お問い合わせ先】
　町住民生活課
　☎０９６ー２３４－１１１３（内線１０４）

産前産後の国民年金保険料が免除されます
平成31年２月以降に出産した皆さんへ

ねんきん情報

み
ん
な
で
支
え
る
大
切
な
制
度

﹁

後

期

高

齢

者

医

療

保

険

﹂

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の

人
と
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
人
が
加
入
す
る
医
療
保
険
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
医
療
給
付
費

に
見
合
う
保
険
料
収
入
を
確
保
し
、
健
全
な

運
営
を
維
持
す
る
た
め
、
２
年
に
一
度
保
険

料
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
に
見

直
し
が
あ
り
、
今
年
度
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

●
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
機
関
な

ど
で
の
自
己
負
担
分
を
除
き
、
約
５
割
を

国
・
県
・
市
町
の
負
担
金
、
約
４
割
を
現
役

世
代
か
ら
の
支
援
金
、
残
り
を
被
保
険
者
か

ら
の
保
険
料
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
７
）

一人当たりの保険料（年額）
限度額66万円

＝
均等割額

所得割額

年額54,000円

基礎控除（43万円）後の
総所得金額等 × 10.26 ％

＋

仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
天
引
き(

特
別

徴
収)

で
納
め
て
い
る
人
は
、
４
月
か
ら

令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
前
回
徴
収
し
た
保
険
料
額
を
基
準
と
し

て
、
４・
６・
８
月
の
年
金
か
ら
徴
収
し
ま

す
。
該
当
者
に
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
仮

徴
収
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
。
仮
徴
収
保
険
料
額
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
７
）
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I n f o r m a t i o n

　　新しい民生委員・児童委員、主任児童委員が決
定しました。任期は令和７年11月30日までです。

　　民生委員・児童委員は、高齢者や障がい者、
子育て中の保護者などの身近な相談相手として、
必要な援助が受けられるようお手伝いします。

　　主任児童委員は、子育てや妊娠中の相談・支
援を専門に行います。

【お問い合わせ先】
　町福祉課
　☎０９６ー２３４－１１１4（内線１４６）

民生委員・児童委員の皆さんをご紹介します

下
横
田

中
横
田

有
安

横
田

大
町

仁
田
子

緑
町

岩
下
二
区

岩
下
一
区

下
豊
内

上
豊
内

西
寒
野

東
寒
野

井
戸
江

安
平
・
上
揚

本
坂
谷
・
谷
内

堂
ノ
原
・
鹿
里

広
瀬
・
西
原

小
鹿

担
当
地
区

上
田 

福
子

甲
斐 

美
子

宮
川 

節
代

田
上 

正
実

角
張 

桂
子

藤
本 

信
子

大
友 

千
鶴

田
中 

弘
二

伊
豆
野
了
二

井
上 

美
穗

吉
田
加
代
子

鶴
﨑 

千
鶴

西
村
か
を
る

藤
本 

君
代

藤
田 

一
郎

西
坂 

澄
子

氏　
名

町
内
全
域

担
当
地
区

米
村 

千
晶

氏　
名

吉
田 

理
惠

氏　
名

民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

芝
原
・
吉
田

辺
場
・
古
閑

八
丁
・
山
出

糸
田

早
川
・
北
早
川

中
早
川

府
領
・
北
原

和
田
内
・
田
原

上
田
口

下
田
口

津
志
田

南
三
箇
・
中
山

麻
生
原
・
世
持

船
津

上
早
川
三
区

四
区
・
五
区

上
早
川
一
区
・

二
区

浅
井

担
当
地
区

吉
本 

春
輝

松
木 

圭
子

本
郷 

佳
代

坂
本 

忠
博

木
村 

孝
行

古
林 

敬
之

井
本
久
美
子

前
田
賢
志
郎

宮
本
ヨ
シ
エ

青
木 

久
己

山
下
美
知
子

森
田 

義
勝

本
田 

尚
子

米
原 

伸
子

中
村
由
美
子

氏　
名

所
得
が
低
い
人
に
は
保
険
料
の

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

■
保
険
料
の
負
担
軽
減
制
度
に
つ
い
て

　

均
等
割
額
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
世
帯

（
被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主
）
の
総
所
得
金

額
な
ど
の
合
計
で
計
算
し
ま
す
。
令
和
５
年

度
の
軽
減
割
合
に
つ
い
て
は
下
記
の
表
の
通

り
で
す
。

●
そ
の
ほ
か
の
軽
減
（
被
用
者
保
険
加
入
者

　
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
の
軽
減
）

　
制
度
加
入
の
月
か
ら
２
年
間
は
均
等
割
額

５
割
軽
減
、
２
年
経
過
後
は
軽
減
な
し
（
所

得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
７
）

減額
割合 対象者の要件（令和５年度）

７割 43万円 +10万円
×（給与・年金所得者数－１）以下の世帯

５割 43万円 +29万円×世帯の被保険者数
+10万円×（給与・年金所得者数－１）以下の世帯

２割 43万円 +53万５千円×世帯の被保険者数
+10万円×（給与・年金所得者数－１）以下の世帯

※「給与・年金所得者数」とは、給与収入が55万超の人（65歳
　以上の人は年金収入が125万円超、65歳未満の人は年金収入
　が60万円超）の合計人数。
※年金所得は高齢者特別控除15万円を控除した額で判定。

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券
を

発

行

し

て

い

ま

す

　

町
で
は
、
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
の

治
療
券
を
交
付
し
ま
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
町
住
民

生
活
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所

　
町
住
民
生
活
課
窓
口

●
申
請
期
限

　
令
和
６
年
３
月
29
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
７
）
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お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど
も
が

育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
）
の
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

申
請
手
続
な
ど
の
詳
細
は
、
町
福
祉
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
度
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

額
（
月
額
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象
児
童
が
１
人
の
場
合

・
全
額
支
給　
４
万
４
１
４
０
円

・
一
部
支
給　

４
万
４
１
３
０
円
～

　
１
万
４
１
０
円

●
対
象
児
童
が
２
人
の
場
合

　
（
第
２
子
の
加
算
額
）

　
１
万
４
２
０
円
加
算

※
一
部
支
給
の
場
合
の
加
算
額
は
、　　

　
１
万
４
１
０
円
～
５
２
１
０
円

●
対
象
児
童
が
３
人
以
上
の
場
合

　
（
第
３
子
以
降
の
加
算
額
）

　
１
人
に
つ
き
６
２
５
０
円
加
算

※
一
部
支
給
の
場
合
の
加
算
額
は
、　　

　
６
２
４
０
円
～
３
１
３
０
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
４
）

戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を

支

援

し

て

い

ま

す

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
住
ま
い
を
確
保
す
る
た
め
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

・
現
に
住
宅
所
有
者
の
居
住
の
用
に
供
さ

　
れ
て
い
る
も
の

・
階
数
が
3
階
以
下
の
木
造
住
宅
（
併
用

　
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

　
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
の
も
の
）

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

　
も
の
、
ま
た
は
平
成
28
年
熊
本
地
震
に

　
よ
り
被
災
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
確

　
認
で
き
る
も
の

・
建
築
基
準
法
に
違
反
し
な
い
も
の

・
過
去
に
同
一
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い

　
な
い
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性
が

　
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の

▼
対
象
者

　
住
宅
の
所
有
者
で
、
税
金
な
ど
の
滞
納

が
な
い
者

●
補
助
内
容

①
耐
震
診
断
費
補
助

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
（
補
助
限
度
額
８
万
６
０
０
０
円
）

②
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事
一
括

　
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
）

③
建
替
え
設
計
・
建
替
え
工
事
一
括

　
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
）

▼
申
し
込
み
期
限

　
11
月
30
日
（
木
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付

　
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
本
補
助
事
業
を
申
請
す
る
場
合
は
、
町

　
建
設
課
へ
の
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
　
（
内
線
１
６
８
）

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
堀
等
安
全
確
保
を

支

援

し

て

い

ま

す

　
町
で
は
、
歩
行
者
の
安
全
と
避
難
路
を

確
保
す
る
た
め
、
道
路
に
面
し
て
い
る
倒

壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤

去
お
よ
び
安
全
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
設
置

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（(社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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▼
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

・
道
路
（
避
難
路
）
か
ら
の
高
さ
が
80
㌢

　
㍍
以
上
の
も
の

・
高
さ
が
60
㌢
㍍
以
上
の
も
の

・
安
全
対
策
が
必
要
と
町
が
判
断
し
た
も
の

▼
対
象
者

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
で
、
税
金
な

　
ど
の
滞
納
が
な
い
者

●
補
助
内
容

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
３
分
の
２

ま
た
は
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ

（
㍍
）
×
１
万
２
０
０
０
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額
（
補
助
限
度
額
20
万
円
）

※
フ
ェ
ン
ス
の
撤
去
費
用
は
除
く
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
設
置
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
３
分
の
２

ま
た
は
設
置
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ

（
㍍
）
×
１
万
５
０
０
０
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額
（
補
助
限
度
額
15
万
円
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
と
併
せ
て
行
う

　
工
事
に
限
る
。

▼
申
し
込
み
期
限

　
11
月
30
日
（
木
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付

　
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
　
（
内
線
１
６
8
）

果
樹
の
改
植
・
新
植
を

実

施

さ

れ

る

人

へ

　
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
で
は
、
上
益
城
地
区

（
蘇
陽
地
区
を
除
く
）
で
果
樹
優
良
品

目
・
品
種
へ
改
植
、
新
植
を
計
画
さ
れ
て

い
る
農
業
者
へ
の
支
援
事
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
５
月
17
日(

水)

午
前
10
時
～

▼
場
所

　
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
本
所
２
階
大
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

　
60
代
ま
で
の
農
家
、
果
樹
農
業
を
続
け

る
後
継
者
が
い
る
農
家
、
上
益
城
地
区
果

樹
産
地
構
造
改
革
計
画
の
実
現
に
寄
与
で

き
る
生
産
者

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
第
一
営
農
セ
ン
タ
ー

　
園
芸
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
６

・
町
農
政
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
（
内
線
１
５
２
）

くらしの情報

町税などの滞納処分（２月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ２件

公 売 回 数 １回

公 売 件 数 10件

滞納処分関連収入 339,189円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
２月 年累計

人 身 事 故 １ ２

物 損 事 故 17 39

盗 難 な ど ０ ０

２月28日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ （１）

原 野 10 （２）

そ の 他 12 （２）

合 計 件 数 25 （５）
３月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

　妊娠届出時から全ての妊婦、子育て家庭に寄り添い、相談に
応じ必要な支援につなぐ伴走型相続支援と経済的支援を目的に

「出産・子育て応援ギフト」の給付を開始しています。
　対象の人には、「出産・子育て応援ギフト」の申請などにつ
いてご案内しています。

■「出産・子育て応援ギフト」

【お問い合わせ先】
　町健康推進課
　☎０９６ー２３５－８７１１

出産・子育て応援ギフトの給付がスタート

種類 対象者 給付額

出産応援
ギフト

令和４年４月１日以降に妊娠
届け出をした人

妊婦１人につき
現金５万円

子育て応援
ギフト

令和４年４月１日以降に出生
した児童を養育する人

児童１人につき
こども商品券５万円
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お
知
ら
せ

町
指
定
ご
み
袋
の
値
上
げ
に
つ
い
て

　
原
材
料
価
格
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
販

売
店
が
購
入
す
る
町
指
定
ご
み
袋
の
価
格

が
令
和
5
年
5
月
1
日
か
ら
値
上
げ
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
販
売
店
で
の
販

売
価
格
の
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ま
に
は
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

４

月

９

日
︵

日

︶

は

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日

　
４
月
９
日
（
日
）
は
、
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

▼
投
票
日
・
投
票
時
間

　
４
月
９
日
（
日
）

　
午
前
７
時
～
午
後
６
時

▼
投
票
で
き
る
人

　
平
成
17
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ
、

引
き
続
き
３
か
月
以
上
町
に
居
住
し
て
い

る
人

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

▼
投
票
日
・
投
票
時
間

　
４
月
１
日
（
土
）
～
４
月
８
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

▼
投
票
場
所　

　
町
役
場
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー
ル

　
町
内
に
長
期
不
在
の
た
め
期
日
前
投
票

が
で
き
な
い
人
は
不
在
者
投
票
も
で
き
ま

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
　
（
内
線
２
２
２
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
県
知
事
か
ら
委
託
を
受
け
て

い
る
令
和
５
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
受
験
会
場
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は

同
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種

・
乙
種
第
１
類
～
第
６
類

・
丙
種

▼
試
験
日
時

　
６
月
18
日
（
日
）

▼
試
験
地

　
熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉
名
市

▼
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
４
月
17
日
（
月
）
～
24
日
（
月
）

マスコットキャラクター
ロアッソくん

スタジアムで待ってるね！

INFORMATION お知らせ

　読者の皆さん50人に今季のホームゲーム全試合共
通A席チケット（※）が当たります。ぜひご応募ください。
※QRチケット引換券のため、ウェブ上で手続きが必要です。

４月28日（金）必着

はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、お
住まいの自治体の魅力や広報紙に対す
る意見・感想を記入して応募してください。

　〒861-4696（住所記載不要）
　甲佐町企画課
　☎096-234-1115

▶応募は１世帯１枚までとします
▶ 応募多数の場合は抽選とし、当選者発表は賞品の発

送をもってかえさせていただきます

　J1昇格を懸けたロアッソ熊本の熱い戦いが始まって
います。皆さんの応援が、ロアッソ熊本の選手の力にな
ります。えがお健康スタジアムに足を運んでみませんか。

明治安田生命J2リーグ

抽選で観戦チケットが当たる！

熊本県広報協会合同特集プレゼント企画

2023シーズンリーグ開幕！

応募期限

応募方法

お問い合わせ・応募先

節 試合日程

第８ 節 ４月９日 （日）午後３時
VS 金沢

第11節 ４月21日 （金）午後７時
VS 千葉

第13節 ５月３日 （水）午後１時50分
VS 群馬

第14節 ５月７日 （日）午後１時
VS 甲府

第16節 ５月17日 （水）午後７時
VS 仙台

第18節 ５月28日 （日）午後２時
VS 山形
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・
電
子
申
請

　
４
月
14
日
（
金
）
～
21
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
 

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

　
本
県
支
部
（
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１

　
丁
目
11
番
４
号
）

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

繫
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び

指
導
取
締
強
化
月
間
に
つ
い
て

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し

た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
か

け
た
場
合
は
、
近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て

も
親
鳥
が
世
話
を
し
て
い
ま
す
の
で
拾
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
の
１
カ
月
間

を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕

獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
野

生
鳥
獣
ま
た
は
鳥
類
の
卵
は
鳥
獣
保
護
法

に
よ
り
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
、
許
可
を
受

け
た
も
の
以
外
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
捕

獲
、
殺
傷
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
野
生
鳥
獣
の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の

捕
獲
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
地
域
振
興
局
農
林
部
林
務
課

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
１
４
２

　
町
農
政
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　
（
内
線
１
５
６
）

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

優
生
手
術
な
ど
を
受
け
た
人
へ

　
国
は
法
に
基
づ
き
、
優
生
手
術
な
ど
を
受

け
た
人
に
一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
で
、

現
在
生
存
さ
れ
て
い
る
人

①
昭
和
29
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８
年
９

　
月
25
日
ま
で
の
間
に
旧
優
生
保
護
法
に

　
基
づ
き
優
生
手
術
（
生
殖
を
不
能
に
す

　
る
手
術
）
を
受
け
た
人

②
同
じ
期
間
に
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術

　

ま
た
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
人

　
（
母
体
保
護
や
疾
病
の
治
療
を
目
的
と

　
す
る
な
ど
、
優
生
思
想
に
基
づ
く
も
の

　
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
手
術
な
ど
を

　
受
け
た
人
を
除
き
ま
す
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
相
談
窓
口

　
☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
５
７
５

司
法
書
士
に
よ
る
不
動
産
賃
貸

ト

ラ

ブ

ル

相

談

会

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、
不
動

産
賃
貸
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
「
ア
パ
ー
ト
退
去
時
の
高
額
な
修
繕
費

の
請
求
」
や
「
家
賃
の
滞
納
に
よ
る
退
去

の
問
題
」、「
敷
金
の
返
還
に
関
す
る
問

題
」
と
い
っ
た
不
動
産
賃
貸
借
契
約
に
関

す
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無

料
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
面
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
電
話
に
て

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
は
電
話

相
談
（
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
８
０

０
）
も
可
能
で
す
。

▼
開
催
日
時

　
４
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
開
催
場
所

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

▼
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
６
８
‐
６
９
‐
０
１
８
０

ペ

ッ

ト

の

た

め

に

災

害

時

の

備

え

を

　
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の
は
飼
い

主
だ
け
で
す
。
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
備
蓄
や

キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
の
準
備
、
し
つ
け
な
ど

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
迷
子
札

を
装
着
し
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
の
駆
除
な
ど
の

健
康
管
理
も
大
切
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
保
健
所

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の

ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
（
も
と
ぐ
さ
れ
）
病

は
、
茎
の
変
色
や
い
も
の
腐
敗
な
ど
を
引

き
起
こ
す
病
害
で
す
。

　

病
気
を
防
ぐ
た
め
に
、
健
全
な
種
い

も
・
苗
の
使
用
、
土
壌
お
よ
び
種
い
も
・

苗
の
消
毒
な
ど
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
発

病
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
発
病
株
を
ほ

場
の
外
に
出
し
、
発
生
箇
所
に
登
録
薬
剤

を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
病
害
虫
駆
除
所

　
☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
４
９
０

く
ら
し
安
全

悪
質
業
者
に
ご
注
意
を
！

　　　
突
然
訪
問
し
て
き
て
商
品
の
押
し
売
り

を
し
た
り
、
強
引
に
貴
金
属
類
を
引
き
取

ろ
う
と
し
た
り
す
る
な
ど
の
悪
質
業
者
に

関
す
る
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

▼
悪
質
業
者
の
特
徴

・
突
然
訪
問
し
て
く
る

・「
不
用
品
は
な
い
」
と
断
っ
て
も
、
帰

　
ろ
う
と
せ
ず
に
長
時
間
居
続
け
る

・
会
社
の
住
所
な
ど
が
確
認
で
き
な
い

・
近
所
を
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
し
て
い
る

▼
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
誰
か
が
訪
ね
て
き
た
ら
、
ま
ず
は
イ
ン

　
タ
ー
フ
ォ
ン
越
し
に
対
応
す
る

・
不
要
な
物
は
は
っ
き
り
と
断
る

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報
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［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

の
さ
っ
と
ら
す

　
選
挙
は
い
つ
も
無
投
票 

広
田
み
ど
り

の
さ
っ
と
ら
す

　
病
魔
背
負
う
て
認
知
症 

下
山　
千
恵

の
さ
っ
と
ら
す

　
今
年
の
キ
ャ
ベ
ツ
最
高
値 

志
垣　
　
光

の
さ
っ
と
ら
す

　
苦
労
て
何
ン
な
ち
ゅ
う
た
嫁 

佐
藤　
　
葵

の
さ
っ
と
ら
す

　
笑
い
の
絶
え
ん
家
族
た
い 

平
井
や
よ
い

の
さ
っ
と
ら
す

　
相
続
税
ァ
太
か
ろ
な 

長
原　
産
賀

の
さ
っ
と
ら
す

　
タ
イ
ム
セ
ー
ル
も
ゲ
ッ
ト
出
来 

光
永　
　
六

の
さ
っ
と
ら
す

　
思
い
も
よ
ら
ん
持
参
金 

井
元
あ
ざ
み

の
さ
っ
と
ら
す

　
初
め
て
買
う
て
当
た
ら
し
た 

日
高　
美
里

の
さ
っ
と
ら
す

　
良
か
御
亭
ど
ん
に
良
か
息
子 

上
田　
梅
清

の
さ
っ
と
ら
す

　
あ
た
し
か
居
ら
ん
人
の
世
話 

中
村　
南
幸

の
さ
っ
と
ら
す

　
梯
子
し
て
良
ェ
貰
い
風
呂 

北
川　
直
美

［
短
歌
］ 

塚
原
暁
益 

選

一ひ
と
ひ日

ご
と
春
風
誘
う
蕗ふ

き
の
と
う

芽
は
と
び
と
び
に
顔
を
出
し
た
り 

吉
永
由
紀
子

朝
起
き
て
ラ
ジ
オ
体
操
始
む
れ
ば

手
足
伸
ば
し
て
今
日
も
元
気
だ 

赤
星　
文
子

寒
波
に
も
庭
の
あ
じ
さ
い
耐
え
凌し
の

ぎ

細
き
枝
に
も
春
の
芽
吹
き
が 
池
田
キ
ヨ
子

草
を
と
り
肥
料
を
や
り
し
庭
先
の

河
津
桜
は
見
事
に
咲
き
ぬ 

内
田
乃
武
子

陽
ざ
し
あ
び
一
日
ご
と
に
の
び
て
ゆ
く

麦
の
姿
は
希
望
を
与
ゆ 

緒
方　
明
美

箸
ひ
と
つ
あ
れ
ば
出
来
た
る
味
噌
汁
で

飯
は
大
盛
り
ま
だ
ま
だ
元
気 

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～卯月～

※
「
の
さ
っ
と
ら
す
」
は
、
甲
佐
弁
で
「
幸
運
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
の
意

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①豚こま切れ肉は食べやすい大きさに切り

揃え、下味用のしょうゆ・焼肉のタレ・
おろしショウガをよく揉みこみ、冷蔵庫
で１時間ほど休ませます。

②米を洗い、ザルに上げ、タケノコは２～
３㍉幅の大きさに切っておきます。

③炊飯器の内釜にザルに上げた米と白だし
しょうゆを入れ水を３の目盛まで加えます。

④①をつけ汁ごと入れ、タケノコを加えて
軽く混ぜ炊飯器のスイッチを入れます。

タケノコのご馳走炊き込みご飯

編

集

後

記

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

　タケノコは食物繊維やカリウムが多く、大腸がん予防や便秘解消、むくみ
の改善に効果が期待できるってご存知ですか。
　タケノコは、穂先が黄色で切り口の色が白く、みずみずしいものを選びま
しょう。緑や黒っぽいものは育ち過ぎでえぐみが強い場合があります。タケ
ノコは時間が経てば味が落ちていくため買ってきたら直ぐに処理しましょう。
タケノコのご馳走炊き込みご飯を食べて一足先に春を感じてみませんか。

ご存じですか？

ひ と の 動 き
２月11日～３月10日届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄付いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・新野　孔毅様　　大阪府
・岩熊　秀幸様　　福岡県
・内田　靖　様　　宮城県
・芦田　孟　様　　兵庫県
　　　　　　　　ほか多数

▶令和４年度寄附金額合計
　  13億2228万円
　　　　　（２月28日現在）

■お問い合わせ
　町企画課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

【材料（４人分）】
豚 こ ま 切 れ 肉　 ……　250 ㌘
茹 で タ ケ ノ コ　 ……　200 ㌘
米　 ……………………　 ３ 合

［下味用］
薄口しょうゆ　…　大さじ１
焼肉のタレ　……　大さじ１
おろしショウガ　…　大さじ１

［炊き込み用］
白だししょうゆ　……　60cc
水　 …………………　 適 量

住　所 氏　名 性別 世帯主
船　津 　北野　立

りゅうげん
弦　 男 裕　大

田　口 宮本　弦
げん

　 男 翔　悟
麻生原 鳴川　蓮

れん
　 男 光　星

ほか１人　

住　所 氏　名 年齢 世帯主
坂　谷 藤田　義輝 64 邦　廣
仁田子 西本　一之 76 紀　子
田　口 井本美壽惠 87 美壽惠
船　津 日隈　秀夫 65 昭　子
中横田 赤星ミサヲ 101 ミサヲ
下横田 米原　竜馬 26 奈　々
豊　内 伊豆野壽満子 97 壽満子
小　鹿 井上　京子 80 邦　雄
岩　下 大瀧　則子 95 弘　人
上早川 白石　ミヱ 106 ミ　ヱ
南三箇 久佐賀勇一 89 勇　一
船　津 松本　常治 57 由美子

住　所 氏　名
夫 中　山 嶋津　広幸
妻 御船町 吉本　美蓮

ほか１組　

［

　
皆
さ
ん
お
気
づ
き
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
今
月
号
か
ら
「
広
報
甲

佐
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
毎
月
、
こ
う
さ
情
報
た
し
か
め
ー

る
で
広
報
紙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
お
り
、「
文
字
が
多
く
て
見
づ

ら
い
」
や
「
写
真
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
い
っ
た
ご
意
見
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
（
ア
ン
ケ
ー

ト
は
全
て
読
ん
で
い
ま
す
）。
今
回

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、
新
し
く

な
っ
た
「
広
報
甲
佐
」
が
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
に
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考

に
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
広

報
紙
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
皆
さ
ん
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
！　
　
　
　
　
　
　
　
（
志
）
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「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い

る
皆
さ
ん
の
身
近
な
存
在
に
な
れ

れ
ば
」
と
話
す
の
は
、
甲
佐
町
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
会
長

の
森
田
義
勝
さ
ん
（
船
津
区
）。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民

生
委
員
法
な
ら
び
に
児
童
福
祉
法

に
基
づ
い
て
、
町
の
推
薦
な
ど
に

よ
り
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
。
同

委
員
は
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
と
な
り
、
支
援
を
必
要
と
す

る
住
民
と
行
政
や
専
門
機
関
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め
、
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
森
田
さ
ん
が
委
員
に
就
任
し
た

の
は
令
和
元
年
12
月
。
き
っ
か
け

は
区
長
の
推
薦
だ
っ
た
。
乙
女
小

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
乙
女
地
区
体
育

協
会
会
長
を
歴
任
し
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
や
高
齢
者
と
接
す
る
機

会
が
多
か
っ
た
森
田
さ
ん
は
、
自

身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、
甲
佐
の
た
め
に
貢
献
し
た
い

と
承
諾
。
月
一
回
、
町
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
開
設
さ
れ
る
「
心
配

ご
と
相
談
」
で
の
無
料
相
談
や
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
、

登
校
す
る
児
童
の
見
守
り
活
動
を

行
う
。
就
任
し
た
て
の
頃
は
相
談

に
不
慣
れ
な
部
分
も
あ
り
、
会
話

に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。「
何
度
も
何
度

も
訪
問
し
、
時
間
を
か
け
て
相
手

と
の
距
離
を
縮
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
話
を
聞
く
う
ち
に
相
手
が

心
を
開
い
て
解
決
に
つ
な
が
っ
た

と
き
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
。

　
「
こ
の
活
動
で
実
感
す
る
の
は

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な

が
り
が
あ
る
こ
と
で
、
住
み
慣
れ

た
場
所
で
誰
も
が
安
全
に
安
心
し

て
生
活
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
地
域
の
抱
え
る
問
題
を

把
握
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
会

話
を
大
切
に
し
て
、
地
域
の
輪
を

形
成
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
役
割

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
る
。

　
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら
頼
り
に

さ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い

で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
ま
ち

に
、
少
し
で
も
恩
返
し
を
し
て
い

く
気
持
ち
で
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
森

田
さ
ん
は
、
今
日
も
地
域
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
こ
の
ま
ち

の
住
民
と
笑
顔
で
向
き
合
う
。

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

地
域
を
つ
な
ぎ
寄
り
添
う

Kosa
Style
こうさ スタイル

もりた よしかつ / 甲佐町民生
委員・児童委員協議会会長。地
域の身近な相談相手となり、支
援を必要とする住民と行政をつ
なぐパイプ役を務める。

森田 義勝さん
Morita Yoshikatsu
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▲乙女小児童の登校を毎朝見守る民生委員・児童委員の森田さん
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